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②
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
り
ん
ご
研
究
視

察
記
（
品
種
開
発
部 

太
田
研
究
員
）
で

は
、
同
国
の
研
究
機
関
（
Ｐ
Ｆ
Ｒ
）
に
お

け
る
り
ん
ご
の
品
種
開
発
の
取
り
組
み
と

大
規
模
法
人
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ｒ
は
関
係
会
社
と
連
携
し
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
（
輸
出
先
）
を
定
め
て
育
種
目
標
を

設
定
し
て 

い
ま
す
。 

育
種
目
標 

設
定
後
は 

交
配
、
実 

生
の
養
成 

Ｄ
Ｎ
Ａ
マ 

ー
カ
ー
選 

抜
等
を
経 

て
、
三
段
階 

の
選
抜
を
行 

い
、
品
種
登 

録
し
ま
す
。
加
え
て
、
様
々
な
国
籍
の
方 

を
対
象
に
し
た
消
費
者

テ
ス
ト
の
実
施
、
生
産

卸
売
業
者
に
対
す
る
説

明
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
当
研
究
所
よ
り
幅

広
い
観
点
か
ら
評
価
を

し
て
い
ま
す
。
当
研
究

所
も
同
様
の
流
れ
で
す

が
、
Ｐ
Ｆ
Ｒ
は
よ
り
綿

密
で
予
算
、
人
員
、
規

模
が
異
な
る
こ
と
が
大 

診
断
に
基
づ
く
新
た
な
施
肥
方
法
（
普
通

栽
培
・
成
木
ふ
じ
対
象
）（
栽
培
部 

澤

田
研
究
管
理
員
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
経
験

に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
窒
素
施
肥

量
に
つ
い
て
、
樹
勢
を
新
梢
長
と
葉
色
を

基
に
客
観
的
に
指
標
化
し
、
そ
の
指
標
と

土
壌
診
断
を
併
用
し
て
、
安
全
な
減
肥
量

を
簡
便
に
見
い
だ
す
方
法
を
確
立
し
ま
し

た
。
算
定
表
に
あ
る
樹
勢
と
「
無
機
態
窒

素
」
診 

断
値
が 

交
わ
る 

と
こ
ろ 

の
値
が 

翌
年
の 

窒
素
施 

肥
量
と 

判
断
で 

き
ま
す
。 

        

              

  

り

No.106 
2025.3.31 

大
規
模
法
人
のRockit Global

社
は
り

ん
ご
の
栽
培
面
積
三
三
〇
ha
、
従
業
員
一

二
〇
人
で
、FOPS

や
高
密
植
栽
培
等
の
2D

樹
形
を
積
極
的
に
導
入
し
、「rockit

Ⓡ

」
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
生
産
量
は
い
ず
れ
の
栽

培
方
法
で
も
八
〇
ｔ/

ha
が
目
標
で
す
。
視

察
園
地
の
栽
植
面
積
は
約
四
〇
ha
で
、
一

五
人
の
従
業
員
で
管
理
し
て
お
り
、
摘
果
と

収
穫
時
は
更
に
七
〇
人
雇
用
し
ま
す
。
樹
形

に
関
わ
ら
ず
摘
果
後
の
果
実
の
間
隔
は
５

cm
で
、
摘
花
剤
、
摘
果
剤
を
使
用
し
、
人

手
で
も
摘
果
し
ま
す
。「rockit

Ⓡ

」
で
は
、

こ
れ
ら
の
管
理
に
加
え
一
花
そ
う
に
二
果
成 

 

ら
せ
る
こ
と
で

最
も
高
値
と
な

る
大
き
さ
と
な

り
ま
す
。
ま
た

受
粉
の
た
め
、

三
列
当
た
り
に

一
本
、
受
粉
樹

を
植
え
て
い
ま

す
。
収
穫
時
期

はFOPS

と
他
の

樹
形
で
変
わ
ら

ず
、
着
色
で
判

断
し
ま
す
。
着

色
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
反
射

シ
ー
ト
（
ロ
ー

ル
タ
イ
プ
）
も

敷
設
し
て
い
ま

す
。 

 

第
45
回
試
験
成
果
・
情
報
発
表
会 

を
津
軽
・
県
南
で
開
催
！ 

り
ん
ご
研
究
所
で
は
毎
年
、
試
験
成
果 

・
情
報
発
表
会
を
開
催
し
、
今
年
度
は

津
軽
会
場
は
２
月
13
日
（
木
）
に
藤
崎

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
県
南
会
場
は
２

月
18
日
（
火
）
に
南
部
町
立
町
民
ホ
ー

ル
に
て
行
い 

ま
し
た
。
参 

加
者
は
津
軽 

会
場
が
三
〇 

〇
名
、
県
南 

会
場
が
八
五 

名
で
、
質
問 

も
数
多
く
で 

る
な
ど
、
例 

年
以
上
に
盛 

況
と
な
り
ま 

し
た
。
講
演 

内
容
を
一
部 

抜
粋
し
て
紹 

介
し
ま
す
。 

①
樹
勢×

土 

壌
で
窒
素
施 

肥
量
を
判
断 

し
よ
う
！
～ 

FOPS の 

接ぎ木部位 

１花そうに 

２果着果 
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コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
が
県
内
各
地
に
設
置
さ

れ
た
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
を
設
置

し
た
園
地
（
設
置
園
）
と
設
置
し
て
い
な
い

園
地
（
非
設
置
園
）
に
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ

プ
を
設
置
し
、
雄
成
虫
の
誘
引
数
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
非
設
置
園
で
は
雄
成
虫
の
誘
引

が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
設
置
園
で
は
誘
引

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
高
い
誘
引
阻
害
効

果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
ン

フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
設
置
園
で
は
、
本
物
の
雌
成

虫
が
放
出
す
る
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
も
雄
成
虫 

が
誘
引

さ
れ
て

お
ら

ず
、
雌

雄
の
交

尾
が
行

わ
れ
て

い
な
い

こ
と
を

示
し
て

い
ま 

す
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
の
効

果
は
高
く
、
防
除
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ

と
が
可
視
化
さ
れ
た
結
果
と
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
も
う
一
つ
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
放
任
園
の
影
響
で

す
。
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
を
設
置
し
て
い
な

い
園
地
の
う
ち
、
周
辺
（
五
〇
〇
ｍ
以
内
）

に
放
任
園
が
あ
る
園
地
と
な
い
園
地
で
雄
成

虫
の
誘
引
数
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
ハ
マ
キ 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

 ③
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
短

梢
剪
定
栽
培
と
新
た
な
摘
心
（
県
南

果
樹
部 
菊
池
研
究
管
理
員
）
の
う

ち
、
新
た
な
摘
心
の
時
期
と
方
法
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
現
行
の
摘
心

と
比
べ
て
、
一
回
目
に
行
う
摘
心
の

適
期
が
増
え
、
作
業
時
間
が
や
や
短

く
な
り
、
収
量
と
果
実
品
質
が
向
上

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

一
回
目
の
摘
心
時
期
は
、
二
時
期
で

満
開
日
頃
と
満
開
一
〇
日
後
頃
の
い

ず
れ
か
の
時
期
に
摘
心
し
ま
す
。
摘

心
す
る
部
位
は
ど
ち
ら
も
先
端
の
展 

ム
シ
類
で
は
両
者
の
誘
引
数
に
差
が
み
ら
れ
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
で
は
周

辺
に
放
任
園
が
あ
る
と
明
ら
か
に
誘
引
数
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
農
薬
散
布
が
行
わ
れ
な
い
放

任
園
で
は
、
寄
生
蜂
な
ど
の
天
敵
の
密
度
が
上

昇
し
、
害
虫
の
ハ
マ
キ
ム
シ
類
の
密
度
を
抑
制

し
ま
す
。
一
方
、
モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
の
幼
虫
は

果
実
内
部
に
生
息
す
る
の
で
、
寄
生
蜂
が
寄
生

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ

に
は
天
敵
に
よ
る
密
度
抑
制
は
働
か
ず
、
誘
引

が
多
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
放
任
園
は

隔
年
結
果
を
起
こ
し
や
す
く
、
果
実
が
成
ら
な

い
年
に
は
モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
の
雌
成
虫
が
果
実 

 
 

を
求
め
て
周
辺
に
分
散
し
、

被
害
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
の

設
置
と
並
行
し
て
放
任
園
の

解
消
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
対
策
と
し

て
肝
要
と
な
り
ま
す
。 

 

今
回
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
知
り
た
い

場
合
は
、
発
表
者
ま
た
は
発
表
者
の
所
属
部
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

葉
し
た
葉
の
下
で
切
除
し
ま
す
。
満
開

日
頃
に
一
回
目
の
摘
心
を
し
た
場
合

は
、
二
回
目
が
七
月
中
旬
に
一
枚
、
三

回
目
が
八
月
中
旬
に
二
枚
で
摘
心
し
、

回
数
は
計
三
回
、
満
開
一
〇
日
後
頃
に

一
回
目
の
摘
心
を
し
た
場
合
は
、
二
回

目
が
八
月
中
旬
に
二
枚
で
、
摘
心
回
数

は
合
計
二
回
が
目
安
に
な
り
ま
す
。
本

摘
心
方
法
の
特
徴
は
、
従
来
の
方
法
と

異
な
り
、
摘
心
部
位
の
判
断
が
し
や
す

く
、
総
摘
心
回
数
が
少
な
い
。
花
穂
整

形
や
無
核
処
理
な
ど
の
作
業
と
の
競
合 

 

が
少
な
い
。
ま
た
結

実
期
の
葉
枚
数
が
多

い
た
め
、
収
量
の
増

加
や
果
実
品
質
、
良

品
率
の
向
上
な
ど
が

期
待
で
き
ま
す
。
な

お
一
回
目
の
摘
心
時

期
が
満
開
二
〇
日
後

頃
と
遅
く
な
る
と
、 

か
す
り
症
な
ど

果
皮
に
障
害
が

発
生
す
る
場
合

が
あ
る
た
め
、

遅
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ

う
。 

④
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
の
効
果
を
実
感

し
よ
う
～
見
え
な
い
効
果
を
見
え
る
化

す
る
～
（
病
害
虫
管
理
部 

石
栗
総
括

研
究
管
理
員
）
で
は
、
令
和
六
年
か
ら 

                     

                                   

摘心する時期が違っても 

摘心部位は展葉した葉の下 

編
集
後
記 

 

り
ん
ご
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
を
執
筆
し
て
、
早

く
も
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
い
よ

う
で
短
か
っ
た
編
集
長
生
活
も
終
わ
り
で
す
。

読
者
の
皆
様
に
、
り
ん
ご
研
の
今
を
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
、
海
外
出
張
や
様
々
な
行
事
、
外

部
団
体
と
の
連
携
状
況
等
も
書
き
綴
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
り
ん
ご
研
は
上
進
し
続

け
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
Ⓚ
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コンフューザーＲの誘引阻害効果 

 展葉の判断の目安 

コンフューザーＲ 


